
令和３年度水質事故発生状況

第１四半期発生状況

月 日 魚 油

死亡 浮遊 内容

4 7
相
模
川

（

乙
）

目
久
尻
川

藤
沢
市

○ 白濁 不明
左岸流入口から白濁水が流出。原因調査をしたが、暗渠のた
め、発生源を特定できなかった。

6 15
相
模
川

（

乙
）

目
久
尻
川

座
間
市

○ 白濁 事業者
下流にオイルマット等を設置。事業者がペンキを一斗缶１本分程
度流出したことが原因と判明し、再発防止及び顛末書の提出を
指導。

6 21
酒
匂
川

（

甲
）

二
ノ
堰
用
水

南
足
柄
市

○ 白濁 不明
細かいジェル状のものが流出。分析を行ったところ、ポリエチレン
とポリプロピレンの共重合体及び綿と推定。原因調査をしたが、
発生源を特定できなかった。

事故の概要その他

発生月日
水
系

支
川
等

市
町
村

事故区分

原因



第２四半期発生状況

月 日 魚 油

死亡 浮遊 内容

7 1
金
目
川

（

乙
）

河
内
川
流
入

水
路

平
塚
市

○ 白濁 事業者
資材置場から塗料が水路に流出。原因者に、塗料が流出した部
分の清掃及び流出物の回収を指導。

7 2
金
目
川

（

甲
）

葛
葉
川

秦
野
市

○ 泡浮遊 家庭
泡のかたまりが浮遊。水質検査を行ったが有害物質等は検出さ
れなかった。後日、約2Lの白い塗料を流出させたと報告があり、
原因者に再発防止及び顛末書の提出を指導。

7 8
境
川

（

乙
）

砂
押
川

鎌
倉
市

○ 白濁 不明
河川に流入している管渠を特定。原因調査をしたが、発生源を特
定できなかった。

7 27
金
目
川

（

乙
）

―
平
塚
市

○ 白濁 不明
水質検査を行ったが有害物質等は検出されなかった。原因調査
をしたが、発生源を特定できなかった。

7 28
滑
川

（

乙
）

逆
川

鎌
倉
市

○ 白濁 工事現場
内装工事現場から塗装に使用した刷毛の洗浄水が河川に流出。
原因者に、再発防止及び報告書の提出を指導。

8 12

相
模
川
（

乙
）

一
之
宮
第
二
排

水
路

寒
川
町

○ 白濁 事業者
事業所から塗料が排水路に流出。敷地内マンホール及び排水路
下流にオイルフェンスを設置及び汚濁水をポンプで回収。原因者
に、再発防止及び報告書の提出を指導。

8 15
酒
匂
川

（

甲
）

川
音
川

松
田
町

○ 下水流入 自然災害
河川増水による道路崩壊に伴い下水管渠が被災し、下水が約
500㎥流出。上流のマンホールから下流のマンホールへバイパス
管を接続し、下水の流出を停止した。

8 23
相
模
川

（

乙
）

千
の
川

茅
ヶ

崎
市

○ 塩酸流出 事業者

事業所の地下ピットに塩酸が流出。事業所雨水最終桝と河川吐
き出し口でのpHが3.6程度と低く、ごく少量の塩酸が河川に流出し
た模様。事業者が最終桝から河川に流出しないよう応急措置を
実施。原因者に、原因調査と改善対応について報告書の提出を
指導。

8 28
金
目
川

（

乙
）

大
根
川

秦
野
市

○ 白濁 不明
水質検査を行ったが有害物質等は検出されなかった。原因調査
をしたが、発生源を特定できなかった。

事故の概要その他

発生月日
水
系

支
川
等

市
町
村

事故区分

原因



第３四半期発生状況

月 日 魚 油

死亡 浮遊 内容

10 10
相
模
川

（

乙
）

目
久
尻
川

寒
川
町

○ 汚水流出 事業者
汚水が最大で15㎥流出。雨水ゲートを閉め土嚢を積んでポンプ
で回収。原因者に事故報告の提出を指導。

10 15
酒
匂
川

（

甲
）

狩
川

南
足
柄
市

○ 白濁 不明
付近の水路からペンキのようなものを確認。暗渠のため採水及
び流下物の回収は不可能。原因調査をしたが、発生源を特定で
きなかった。

10 27
葛
川

（

乙
）

―
大
磯
町

○ 農薬投棄 不法投棄
住民が農薬を希釈して側溝に投棄。生物への影響は確認でき
ず。原因者に、再発防止及び顛末書の提出を指導。

11 17
滑
川

（

乙
）

―
鎌
倉
市

○ セメント流出 工事現場
セメントが流出。原因者に、滑川までの側溝の清掃と報告書の提
出を指示。

11 27
金
目
川

（

甲
）

葛
葉
川

秦
野
市

○ 白濁 事業者
原因調査をしたところ、上流の事業者が主原因と判明。事業者
に、配管の清掃と原因の究明を指示し、事故報告書の提出を指
導。

12 8
引
地
川

（

乙
）

比
留
川

綾
瀬
市

○ 白濁 不明
簡易水質検査では異常は確認できなかった。原因調査をした
が、上流は白濁が薄くなっており、発生源を特定できなかった。

12 23
神
戸
川

（

乙
）

―
鎌
倉
市

○ 白濁 不明
白山橋付近で白濁水がみられ原因調査を行ったが、発生源を特
定できなかった。

12 23
酒
匂
川

（

甲
）

狩
川

南
足
柄
市

○ 排水流出 事業者
事業所からスクラバー排水（有害物質なし）が流出。水質検査で
はわずかな芳香臭があった。原因者に、敷地内に残存する流出
水の回収及び事故報告書の提出を指導。

発生月日
水
系

支
川
等

市
町
村

事故区分

原因 事故の概要その他



第４四半期発生状況

月 日 魚 油

死亡 浮遊 内容

1 10
早
川

（

甲
）

―
箱
根
町

○ 濁水流出 工事現場
工事現場から濁水が流出。工事を中断し、濁水の流出防止措置
を実施。原因者が濾過装置を設置し、工事を再開。

1 31
葛
川

（

乙
）

不
動
川

平
塚
市

○ 白濁 事業者
廃棄乳約90リットルが流出。原因者に、再発防止と事故報告書
の提出を指導。

2 22
金
目
川

（

乙
）

小
桜
川

大
磯
町

○ 白濁 工事現場
工事現場から濁水が流出。原因者に、原因となる水の公共用水
域への排出を中止するよう指導。

3 2
酒
匂
川

（

甲
）

河
内
川

山
北
町

○ 白濁 工事現場
工事現場から水中不分離モルタルが少量流出。工事業者は直ち
に作業を中断し、下流への影響はないことの確認と再発防止対
策を措置。

3 17
境
川

（

乙
）

西
瓜
川

鎌
倉
市

○ 白濁 不明 白濁水を確認。原因調査をしたが、発生源を特定できなかった。

原因 事故の概要その他

発生月日
水
系

支
川
等

市
町
村

事故区分


